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その際，上記の就職満足度%を， これが「満足」の場合Yl>0， r不満」の場合Yl< 0で，
「どちらともいえない」の場合Yi=0として中心化し，それぞれの就職条件をダミー変数dijkcに
より記述している。ただし，添え字jは魅力的就職条件 (j=l)か当たり前就職条件 (j=2)を表
す添え字であり，kは要因を表す添え字 cは各要因k内の水準(好ましい順に c=l，2， 3)を
表す添え字である。
その上で，上記の就職満足度Yiに対して， r魅力的就職条件」と「当たり前就職条件」が与え
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株式上場 診療設備 採用身分 通勤費・住宅手当
l 一部上場 自社病院あり 総合職正社員 両方あり
2 二部上場 医務室あり 総合職正社員 通勤費のみあり
3 非上場 なし 総合職正社員 なし
4 二部上場 なし 一般職正社員 両方あり
5 非上場 自社病院あり 一般職正社員 通勤費のみあり
6 一部上場 医務室あり 一般職正社員 なし
7 非上場 医務室あり 契約社員 両方あり
8 一部上場 なし 契約社員 通勤費のみあり
9 二部上場 自社病院あり 契約社員 なし
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表2 前報[1]の分析により得られたカテゴリー ・ウェイ卜 ajkcと童相関係数
i澄草8・
プロフ準ァイ)ル 童関係相数 一上場部 三上部場 病あ院り 医務雫 契社約員 通勤費(水 非上場 あり なし 総合職 一般職 住.: t(三 のみ なし手当
被験者 l 0.999 1.444 0.778 1.444 0.778 ←2.889 3.889 -0.556 -1.222 
被験者2 0.974 1.11 1.111 1.444 1.778 -1.556 3.222 0.889 一1.889
被験者3 0.978 1.333 1.333 1.333 1.333 -0.667 2.667 -0.667 -1.667 
被験者4 0.949 1.111 1.444 1.111 0.444 3.222 4.222 0.111 -0.556 
被験者5 0.980 1.778 1.111 0.778 1.11 -0.556 4.556 -0.222 0.111 
被験者6 0.846 1222 。φ889 0.889 l.222 0.222 -2.111 0.111 0.778 
被験者7 0.785 1.11 1.111 0.778 l.444 0.222 -l.556 -0.556 2.222 
被験者日 0.997 2.444 0.444 0.444 -0.556 0.556 -0.556 0.889 -2.222 
被験者9 0.938 1.000 1.000 1.333 0.667 0.333 -1.333 1.667 3.333 
被験者10 0.885 0.889 1.222 1.222 0.889 ←0.11 2.778 0.11 1.778 
被験者11 0.964 1.11 1.444 1.444 1.11 ←0.889 2.556 -0.556 一1.889
被験者12 0.909 1.333 0.667 1.000 l.000 ←0.333 1.667 -0.667 -2.333 
被験者13 0.869 1.222 1.222 0.889 1.556 ←1.111 2.444 -0.778 -1.778 
被験者14 0.938 1.556 1.556 0.889 1.222 -0.11 1.778 -0.778 -2.111 
被験者15 0.704 0.778 0.778 1.11 0.444 O.lll -1.556 -0.222 1ー.222
被験者16 0.879 1.000 1.000 1.333 0.667 0.333 -1.333 -0.667 -3.333 
被験者17 0.976 1.111 1.444 1.444 1.111 0.111 -2.556 -0.556 2.889 
被験者18 0.930 1.333 1.333 1.000 0.667 0.000 2.333 1.000 一2.333









(j=l)， 当たり前就職条件 (j=2)，一元的就職条件 α=3)が，就職満足度に対して与える影響

















Ytsi = bts十三:2: Wt( 2:. atsjkc'd巾、+v;・(α白311・di31+αts312・di312)+et日 ( 2) 
j= lk世 c= 1 
( 2 )式の提案モデルにおいて は属性を表す添え字，kは要因を表す添え字， cは各要因内
の水準を表す添え字で，etsiは残差である。また，被説明変数Yt討は，前報のモデル[1]と同様，
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握することができる。また，②の ωtjにより，魅力的就職条件 (j=l)と当たり前就職条件
(j=2)が就職満足度Yt引に与える影響の追いを，被験者の属性t別に捉えることができる。さら










まず，被説明変数 Ytsiの被験者別平均 btsを求め，個人差ノfラメータ αlsjkcを， (3)式のように
定義する。この αtsjkcは，中心化された被説明変数 (Ytsi-bts)を，各要因kにおける水準 Cの該
当数m(=n/2)で割った被験者別の平均を意味する O
n 






手)1贋Iの(3)式により算出した個人差ノtラメータ α同財を用いて， (4)式の Utsijkcを計算し，こ
れを要素とする説明変数行列 Uを作成する。説明変数行列 Uの行は属性tと被験者 Sと企業t
の組合せであり(ただし，t はSに従属)であり，列はjと要因kと水準 Cの組合せであるが，
魅力的就職条件 (j=l)については，個人美パラメータを ats1k2=0に聞定するため，水準 c=2
を除去する。これと同様に，当たり前就職条件(jエコ2)については，個人差パラメータを
αω2k1= 0に固定するため，水準c=lを除去する。
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1 株式上場 留学制度 フレックス 身分 深夜勤務 土日出勤 初任給タイム
i = 1 上場 あり あり 正規社員 なし なし 業界平均より 5万円高い
i = 2 上場 あり なし 契約社員 あり あり 業界平均より 5万円高い
i=3 非上場 なし あり 正規社員 あり あり 業界平均より 5万円高い
i = 4 非上場 なし なし 契約社員 なし なし 業界平均より 5万円高い
i = 5 上場 なし あり 契約社員 なし あり 業界平均より 5万円低い
i = 6 上場 なし なし 正規社員 あり なし 業界平均より 5万円低い
i'= 7 非上場 あり あり 契約社員 あり なし 業界平均より 5万円低い










属性 被験者 魅力的就職条件 当たり前就職条件 一冗的就職条件 定数項
t No. 部上場 留学制度 フレックス 契約社員 深夜勤務 土日出勤 初任給高い 初任給低い b" 
1.083 0.217 0.650 -2.815 。.650 -0.650 1.083 1ー.083 3.375 
2 0.866 0.000 0.433 2.165 0.000 -0.866 1.299 -1.299 3.250 
3 1.299 0.000 0.866 -1.299 0.000 0.000 2.165 -2.165 3.500 
4 0.866 0.000 0.433 2.165 0.000 -0.866 1.299 一1.299 3.250 
5 ¥.516 -0.217 1.083 -1.949 0.217 -0.217 1.516 -1.516 3.375 
6 0.866 。同433 0.866 一1.299 -0.433 -0.866 1.732 -1.732 3.250 
7 0.8日目 一札866 0.866 -0‘866 -0‘866 0.866 1.732 -1732 4.000 
8 0.433 0.000 0.000 1.299 0.433 -0.866 1.299 1.299 4.000 
2年 9 0.650 0.650 0.650 -1.516 -0目217 0.650 1.516 -1.516 3.375 
10 0.650 0.217 0.217 -0.650 -0.217 -0.650 1.083 -1.083 4.875 
1 1.732 0.000 0.433 -0.433 0.433 -0.433 2.598 -2.598 3.500 
12 0.650 0.650 0.217 -1.083 0.217 -0.217 0.650 -0.650 4.875 
13 0.866 1.732 0.433 0.433 0.433 -0.433 0.000 0.000 4.500 
14 1.083 0.217 0.650 -1.516 0.217 -0.217 0.650 -0.650 3.375 
15 0.650 0.650 0.650 -0.650 0.650 -0.650 1.516 -1.516 2.875 
16 0.217 0.650 0.650 0.217 -2.815 -3.681 1.083 -1.083 3.125 
17 0.866 0.866 -0.866 -0.866 0.000 0.866 。司866 -0.866 4.500 
18 0.650 1.516 0.217 1.083 0.217 0.217 1.949 1.949 3.625 
19 1.299 0.433 0.433 -2.165 0.433 0.000 0.866 -0.866 3.500 
20 1.949 0.650 0.650 1.516 -0.217 -1.083 1.516 -1.516 3.375 
21 0.650 0.217 0.650 -0.217 -0.650 -1.083 1.949 ¥.949 4.375 
22 0.866 0.433 0.866 1.299 0.433 -0.866 1.732 1.732 3.750 
23 0.650 0.217 1.083 -0.650 -1.083 -0.650 1.083 -1.083 3.875 
24 0.000 0.433 0.866 1.299 -0.433 -0.866 0.866 -0.866 4.250 
25 2.598 2.598 0.000 0.000 0.000 0.000 2.598 -2.598 5.500 
3年
26 1.299 0.000 0.866 -0.433 -0.433 -0.433 0.866 -0.866 3.750 
27 0.433 0.433 0.433 0.433 -1.299 -1.299 2.165 -2.165 3‘250 
28 0.433 0.433 1.299 -3.031 0.433 -0.433 1.299 一1.299 2.750 
29 0.866 0.433 0.866 -3.031 0.433 0.866 0.866 -0.866 2.750 
30 0.866 0.000 0.433 -3.031 。マ866 -0.866 0.433 -0ム433 2.750 
31 0.000 0.433 0.433 -1.732 。.000 -0.866 2.165 -2.16:; 3.500 
32 0.650 0.650 0.217 -1.083 0.650 1.083 1.516 151日 3.375 
33 0.866 0.'133 0.866 0.433 0.866 -0.866 0.000 0.000 4.750 
34 1.299 0.000 1.299 -1.732 0.000 -0.433 1.299 -1.299 3.500 
35 1.299 0.000 0.433 -1.73" 札433 0.000 0.866 0.866 4.250 
36 。.000 0.000 1.732 3.464 0.866 0.000 1.732 -1.732 3.000 
37 。目433 0.000 0.433 -2.598 0.866 -0‘433 1.299 -1.299 4.000 
38 1.732 0.433 0.000 -0.433 -0.866 -1.299 1.299 -1.299 4.000 
39 0.217 1.516 0.217 -1.516 0.650 0.217 1.516 -1.516 4.125 
40 0.000 0.000 0.433 3.897 1.732 0.000 1.299 一1.299 3.750 
41 0.217 0.217 0.650 -0.650 -0.650 -1.516 0.217 -0.217 4.125 
42 0.866 0.000 0.000 -2.598 0.866 -0.433 0.433 -0.433 4.250 
43 0.866 0.000 0.000 0.000 1.299 1.299 2.165 -2.16:; 3.750 
44 0.866 0.433 0.866 1.299 0.433 -0.433 2.165 -2.165 3.000 
45 0.433 0.000 0.000 -3.031 1.299 0.000 1.299 1.299 4.000 
46 0.650 0.217 0.650 0.217 1.949 -1.083 1.083 1083 4.125 
47 0.650 0.217 1.083 -0.217 1.083 -0.650 2.815 -2.815 3.625 
4年 48 0.000 0.000 0.000 0.000 -2.598 5.196 0.000 4.000 
49 0.433 0.000 0.433 0.866 -0.866 -0.866 1.732 一1.732 3.750 
50 0.217 0.217 0.217 -1.083 -1.083 -1.516 2.382 -2.382 2.875 
51 。目866 0.866 1.732 -1.732 -0.433 -0.433 1.299 -1.299 2.750 
52 。目217 -0.217 0.217 -2.382 1.083 0.217 1.083 -1.083 3.875 
53 0.866 0.866 1.299 0.433 0.866 -0.866 1.299 -1.299 3.750 
54 1.083 0.650 1.516 1.949 -0.650 -1.083 1.516 -1.516 2.125 
55 0.866 0.433 0.866 -1.299 -0.433 -0.866 0.866 -0.866 3.750 
56 0.1:l:l O.B66 2.165 -2.5D8 0.433 0.000 1.732 -1.732 3.250 
57 0.217 。白217 0.650 -4.114 1.516 -0.217 0.650 -0.650 3.375 
58 0.000 0.000 2.165 -3.031 0.433 0.000 2.165 -2.165 2.750 
59 0.433 0.433 0.433 -1.299 0.000 -0.433 1.299 -1.299 2.250 
60 0.650 0.217 0.217 -1.516 0.217 0.650 1.083 -1.083 3.375 
、?
?
ー?????、 ワーク・ライフ・バランスを考慮した就職条件分析モデル 45 
表 5 個人差パラメータ αlsj/;cの属性t別平均
魅力的就職条件 当たり前就職条件 一元的就職条件
属性t ト一一一一
一部上場 留学制度 フレックス 契約社員 深夜勤務 土日出勤 初任給高い 初任給低い
2年 0.866 0.178 0.484 -1.223 。“306 -0.764 1.299 1.299 
3年 0.926 0.108 0.662 -1.383 -0.180 -0.637 1.335 -1.335 






2年 0.829 0.628 
3年 1.054 0.847 0.577 




















































れて， WLBに関する就職条件のうち， Iフレックス・タイム制度の活用」を， I深夜勤務の回避」
よりも重視するようになることが示唆される O




わけ， 2年生や 4年生よりも 3年生において，魅力的就職条件に対する属性差パラメータ (ω21)
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